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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 9,305 △3.4 74 △40.0 79 △30.6 65 △19.3
27年3月期第1四半期 9,631 10.9 124 △2.9 114 3.8 80 24.0

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 36百万円 （76.7％） 27年3月期第1四半期 20百万円 （△85.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 7.18 ―
27年3月期第1四半期 8.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 17,276 6,889 38.5
27年3月期 16,729 6,889 39.5
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 6,642百万円 27年3月期 6,600百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 4.00 ― 4.00 8.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 19,000 △0.2 190 △29.4 160 △34.3 120 △29.1 13.24
通期 39,000 2.4 550 4.7 500 △3.3 350 9.9 38.60



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料３ページ「２．（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実
際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的
情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 10,000,000 株 27年3月期 10,000,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 933,267 株 27年3月期 933,267 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 9,066,733 株 27年3月期1Q 9,066,733 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、政府の各種政策や日銀の金融緩和を背景に、企業業績や雇用環境は

緩やかながらも回復基調で推移しておりますが、一方では、新興国の経済の減速や欧州経済の不振など、依然とし

て景気の先行きは不透明な状況が続いております。

 当社グループにおきましては、このような状況のもと、積極的な営業活動や販売効率の改善、海外事業戦略の強

化に取り組みました。この結果、売上高につきましては、合成樹脂関連は堅調に推移したものの化成品や国内にお

ける電子材料の売上が伸び悩んだこと等により、前第１四半期連結累計期間に比べ減収となりました。利益面にお

きましては、売上減に伴う影響及びインドネシアにおける製造子会社の収益化の立ち遅れの影響を受け、前第１四

半期連結累計期間に比べ営業利益は減益となりました。これにより、営業外収支の改善も見られたものの、前第１

四半期連結累計期間に比べ経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益についても減益となりました。

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ3.4％減の9,305百万円

となり、営業利益は40.0％減の74百万円、経常利益は30.6％減の79百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は

19.3％減の65百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 総資産は、前連結会計年度末に比べ547百万円増加して、17,276百万円となりました。増加の主な要因は、受取

手形及び売掛金が320百万円増加したことによるものであります。

 負債は、前連結会計年度末に比べ547百万円増加して、10,386百万円となりました。増加の主な要因は、支払手

形及び買掛金が369百万円増加したことによるものであります。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ0百万円減少して、6,889百万円となりました。減少の主な要因は、利益剰余

金が28百万円増加したものの、非支配株主持分が42百万円減少したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の見通しにつきましては、わが国経済は、雇用情勢の改善、企業業績や設備投資の持ち直し等緩やかな回復

基調にありますが、一方では景気を下押しする懸念材料は完全には払拭されておらず、経営環境は予断を許さない

状況が続くものと思われます。

 このような状況のもとではありますが、当社グループは既存の商権をしっかり守りながらも、変化をビジネスチ

ャンスと捉え、スピード感を持って、新市場・新商品の開発に全力を挙げ、売上の達成に注力いたします。利益面

につきましても、成長分野・成長市場での取扱いを増やすとともに、経営の効率化を推進して利益の確保に努めま

す。

 よって平成27年５月12日の決算短信で発表の連結業績予想に変更はございません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用の計算

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 有形固定資産の減価償却方法については、従来、当社は定率法、在外連結子会社は主として定率法を採用して

おりましたが、当第１四半期連結会計期間より当社及び在外連結子会社において定額法に変更しております。

 これは、親会社グループにおいて国内及び海外事業における多額の設備投資の実施を契機としてグループ内の

会計処理の統一が検討されたことに伴い、当社グループの有形固定資産において今後の使用形態をより適切に反

映し、また、原価配分をより適切に損益に反映させるため、定額法が望ましい方法であるとの判断から実施する

ものであります。

 これにより、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

10,340千円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,417,652 3,281,673 

受取手形及び売掛金 9,088,143 9,408,644 

商品及び製品 1,783,677 1,626,370 

仕掛品 25,254 14,756 

原材料 73,868 60,011 

その他 230,376 324,437 

貸倒引当金 △2,220 △2,027 

流動資産合計 14,616,752 14,713,866 

固定資産    

有形固定資産 1,497,278 1,906,390 

無形固定資産 37,045 33,665 

投資その他の資産    

その他 610,112 654,085 

貸倒引当金 △31,541 △31,206 

投資その他の資産合計 578,570 622,878 

固定資産合計 2,112,894 2,562,934 

資産合計 16,729,646 17,276,801 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,401,490 7,770,613 

短期借入金 1,237,638 1,349,832 

未払法人税等 160,209 62,414 

引当金 78,773 46,167 

その他 140,203 352,017 

流動負債合計 9,018,314 9,581,045 

固定負債    

長期借入金 645,803 611,772 

引当金 46,775 - 

退職給付に係る負債 1,291 1,287 

その他 127,483 192,749 

固定負債合計 821,354 805,808 

負債合計 9,839,669 10,386,854 

純資産の部    

株主資本    

資本金 820,000 820,000 

資本剰余金 697,471 697,471 

利益剰余金 4,848,914 4,877,788 

自己株式 △189,062 △189,062 

株主資本合計 6,177,324 6,206,198 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 150,656 173,287 

繰延ヘッジ損益 △2,578 △2,686 

為替換算調整勘定 274,890 266,188 

その他の包括利益累計額合計 422,968 436,789 

非支配株主持分 289,684 246,959 

純資産合計 6,889,977 6,889,947 

負債純資産合計 16,729,646 17,276,801 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 9,631,835 9,305,624 

売上原価 9,052,007 8,771,480 

売上総利益 579,827 534,143 

販売費及び一般管理費 455,378 459,515 

営業利益 124,449 74,627 

営業外収益    

受取利息 1,705 2,037 

受取配当金 4,264 4,582 

作業くず売却益 5,268 15,494 

為替差益 1,285 8,201 

その他 498 700 

営業外収益合計 13,022 31,017 

営業外費用    

支払利息 7,093 7,761 

支払保証料 7,724 12,169 

売上割引 5,029 5,702 

その他 3,351 709 

営業外費用合計 23,199 26,343 

経常利益 114,272 79,302 

税金等調整前四半期純利益 114,272 79,302 

法人税等 56,446 55,597 

四半期純利益 57,826 23,704 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △22,853 △41,436 

親会社株主に帰属する四半期純利益 80,679 65,140 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 57,826 23,704 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,199 22,631 

繰延ヘッジ損益 △2,526 △107 

為替換算調整勘定 △30,597 △9,991 

その他の包括利益合計 △37,323 12,532 

四半期包括利益 20,502 36,236 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 48,425 78,961 

非支配株主に係る四半期包括利益 △27,922 △42,725 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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